
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
為
、

開
催
を
断
念
、
平
美
新
聞
誌
上

展
と
し
て
作
品
紹
介
を
し
ま
し

た
が
、
現
在
、
過
去
最
多
の
感

染
者
数
が
日
毎
更
新
さ
れ
、
よ

り
危
険
な
状
況
で
す
。
先
行
き

は
不
透
明
で
す
が
、
実
行
委
員

会
は
、
美
術
館
が
休
館
さ
れ
な

い
限
り
、
開
催
へ
の
準
備
を
進

め
る
事
で
、
一
致
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
感
染
状
態
に
加
え
、

人
権
や
民
主
主
義
を
侵
す
問
題

が
国
内
外
で
起
こ
り
、
平
和
へ

の
道
は
多
難
で
す
。
命
を
慈
し

み
憂
え
る
今
こ
そ
、
開
催
は
大

切
な
事
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
誰
も
が
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
出
来
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
実
作
品
の
臨
場
感

は
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。
会
場
の

空
気
、
観
賞
者
の
表
情
や
素
振
、

意
見
の
交
流
、
想
い
の
共
有
は

展
覧
会
場
に
居
て
こ
そ
で
す
。

芸
術
は
心
を
伝
え
る
力
が
あ
り

ま
す
。
多
数
の
作
品
が
集
ま
る

事
で
、
よ
り
感
動
深
い
平
和
美

術
展
と
な
り
ま
す
。

感
染
対
策
を
十
分
に
し
て
、

力
作
や
あ
な
た
に
会
え
る
事
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

３
月
21
日
に
第
１
回
の
実
行

委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
30
名
で

す
す
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た

め
入
場
料
は
取
ら
な
い
こ
と
に

し
、
受
付
ア
ル
バ
イ
ト
は
置
き

ま
せ
ん
。
お
金
や
チ
ケ
ッ
ト
の

や
り
と
り
を
止
め
る
こ
と
で
感

染
対
策
の
一
つ
に
な
る
と
考
え

ま
し
た
。

来
年
か
ら
２
年
間
美
術
館
は

本
館
の
改
修
工
事
の
た
め
に
使

え
ま
せ
ん
。
代
わ
り
の
会
場
と

し
て
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
直
結
の
堺
市

文
化
館
を
申
し
込
む
予
定
で
す
。

大
阪
市
立
美
術
館
と
比
べ
使

用
料
は
高
く
な
り
ま
す
。
経
費

を
き
り
詰
め
る
こ
と
で
赤
字
を

避
け
た
い
と
ポ
ス
タ
ー
も
作
ら

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後

も
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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関西美術家平和会議

広 報 部 発 行

■事務局／〒530-0054

大阪市北区南森町2･2･14
TEL 080-8516-7205
FAX 06-6311-1238

（１）

第６９回関西平和美術展へ奮って出品を

（
実
行
委
員

30
名
）

浅
野
義
浩
（
絵
画
）
伊
藤
美
恵

子
（
絵
画
）
尾
崎
文
子
（
絵
画
）

川
口
政
治
（
絵
画
）
川
村
芳
比

路
（
写
真
）
佐
木
義
輝
（
絵
画
）

三
田
耕
之
（
絵
画
）
西
念
秋
夫

（
陶
芸
）
篠
瀬
和
行
（
絵
画
）

玉
井
質
（
写
真
）
坪
井
功
次

（
絵
画
）
土
屋
行
子
（
書
）
栃

尾
惇
（
絵
画
）
中
田
進
（
絵
画
）

中
川
由
美
子
（
絵
画
）
野
村
和

弘
（
絵
画
）
野
村
芳
美
（
絵
画
）

星
野
智
（
絵
画
）
前
田
尋
（
き

り
絵
）
松
下
ふ
み
代
（
書
）
松

本
稔
（
絵
画
）
松
原
成
光
（
絵

画
）
目
黒
郁
朗
（
絵
画
）
薮
内

敬
三
（
絵
画
）
山
内
比
呂
子

（
絵
画
）
山
岸
稔
（
絵
画
）
山

口
隆
夫
（
絵
画
）
山
田
泰
子

（
書
）
山
中
成
子
（
絵
画
）
矢

野
林
子
（
絵
画
）

○
関
西
美
術
家
平
和
会
議
代
表

三
田
耕
之

○
実
行
委
員
長

坪
井
功
次

（
事
務
局
）

◇
事
務
局
長
/
山
田
◇
副
事
務

局
長
/
目
黒
・
松
下
◇
会
計
/

篠
瀬
・
野
村
芳
◇
出
品
ハ
ガ
キ

確
認
作
業
/
土
屋
・
中
川
・
星

野
・
松
下
◇
車
両
搬
入
・
業
者

対
応
美
術
館
届
け
/
山
岸
・
佐

木
◇
広
告
関
連
/
山
岸
・
川
村
・

篠
瀬
◇
宣
伝
関
連
/
松
本
・
目

黒
・
浅
野
・
佐
木
・
川
口
・
中

田
◇
渉
外
/
山
田
・
篠
瀬
◇
平

和
運
動
/
篠
瀬
◇
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
・
署
名
/
山
中
◇
美

団
連
/
薮
内
◇
広
報
平
美
新
聞

発
行
/
栃
尾
・
川
村
・
佐
木
・

尾
崎
・
松
下
・
吉
田
◇
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
/
篠
瀬
◇
印
刷
物
依
頼

/
篠
瀬
・
山
田
◇
目
録
名
簿
・

ラ
ベ
ル
/
星
野
・
中
川
・
山
口
・

松
下
◇
会
場
交
流
会
/
伊
藤
・

山
内

◇
展
示
委
員
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

報
告
書
担
当
は
六
月
以
降
に
決

定

第
69
回
関
西
平
和
美
術
展
実
行
委
員
会

昨
年
の
関
西
平
和
美
術
展
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
や
む
を
え

ず
中
止
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
開
催
め
ざ
し
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
。
第
一
回
実
行
委
員
会
は
３
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時

か
ら
エ
ル
お
お
さ
か
で
14
名
が
参
加
し
、
委
員
の
選
出
と
、
委

員
長
及
び
事
務
局
長
な
ど
事
務
局
の
分
担
を
決
め
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
始
動

事
務
局
長

山
田

泰
子

関
西
平
和
美
術
展
開
催
を
前
に
し
て

実
行
委
員
長

坪
井

功
次

カット 中村宏子



西
念

秋
夫

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

井
上

輝
子

今
年
は
平
美
展
開
け
た
ら
い

い
で
す
ね
。
大
し
た
作
品
が
出

来
ま
せ
ん
が
、
自
分
な
り
の
作

品
を
頑
張
っ
て
み
た
い
で
す
。

山
下

二
美
子

あ
の
人
、
こ
の
人
、
今
は
ど

し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
気
に
な

り
ま
す
。
平
美
展
で
元
気
な
作

品
と
作
者
に
会
い
た
い
で
す
。

安
田

由
美
子

雑
用
な
ら
ば
し
ま
す
が
、
頭

を
使
う
の
は
得
意
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

土
屋

行
子

今
年
は
開
催
出
来
た
ら
良
い

で
す
ね
。
美
術
展
の
間
に
久
し

ぶ
り
に
友
人
に
会
う
こ
と
が
出

来
て
い
た
の
で
、
私
だ
け
で
な

く
残
念
が
っ
て
い
る
友
が
い
ま

す
。

伊
藤

美
恵
子

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆
さ
ん
の

知
恵
を
寄
せ
集
め
て
安
全
で
、

夢
あ
る
平
和
美
術
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
よ
う
に
。

岡
田

武
夫

今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ

か
り
行
っ
た
上
で
市
立
美
術
館

で
開
催
で
き
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

野
村

和
弘

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。

改
め
て
原
発
事
故
の
大
き
さ
を

知
る
。
今
年
こ
そ
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
国
会
で
の
締
結
と
原

発
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
第
69
回
関
西
平
和
美
術

展
の
成
功
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。平

和
で
さ
り
げ
な
い
、
日
々

の
暮
ら
し
程
尊
い
も
の
は
な
い
！

中
田

富
士
夫

昨
年
は
楽
し
い
記
憶
し
か
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
も
楽
し

く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
林

博

開
催
さ
れ
た
ら
見
に
行
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
田

周
子

宮
田

出
展
作
品
が
自
由
で
い
い
で

す
ね
。

中
田

進

い
つ
も
皆
様
に
お
任
せ
し
て

す
み
ま
せ
ん
。
団
体
へ
の
要
請

な
ど
可
能
な
こ
と
を
し
ま
す
。

土
佐

い
く
子

今
年
は
開
催
で
き
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

辻
岡

弘
之

個
展
、
団
体
展
が
あ
り
多
忙

で
す
。
出
展
者
増
や
す
努
力
し

て
い
ま
す
。

馬
場

喜
子

実
行
委
員
の
皆
様
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
精
一
杯

で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

遠
田

悦
子

出
展
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
展
示
や
受
付
等
お
手
伝
い

致
し
ま
す
。

早
瀬

光
夫

71
歳
に
な
り
ま
す
が
、
現
役

フ
ル
タ
イ
ム
、
教
育
現
場
で
働

い
て
い
ま
す
。
出
展
だ
け
は
ど

う
に
か
や
り
遂
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

永
崎

み
さ
と

審
査
し
な
い
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー

に
し
て
い
る
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

美
術
展
は
い
い
な
ー
と
改
め
て

思
う
こ
の
頃
で
す
。
入
選
と
か

賞
と
か
心
が
乱
れ
た
り
す
る
こ

と
な
く
、
自
分
ら
し
い
絵
を
描

い
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

井
上

洋
子

展
示
の
お
手
伝
い
等
で
き
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

瀬
藤

み
や
乃

絵
等
の
展
示
、
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
と
尽
力
さ
れ
、
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
行
委

員
会
に
参
加
で
き
ず
、
す
み
ま

せ
ん
。

松
井

美
保
子

私
は
出
品
す
る
し
か
な
い
者

で
す
。
お
世
話
い
た
だ
い
て
い

る
実
行
委
員
さ
ん
に
は
頭
が
下

が
り
ま
す
。
私
た
ち
の
平
和
憲

法
を
守
り
抜
く
た
め
に
出
品
が

出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

永
井

由
美
子

お
手
伝
い
は
難
し
い
が
、
作

品
は
出
展
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

田
原

智
香
子

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
の
文
化
活

動
が
中
止
に
な
り
、
文
化
芸
術

の
灯
が
消
え
そ
う
で
す
。
開
催

を
願
っ
て
い
ま
す
。

矢
野

浩

出
品
の
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
、

今
の
と
こ
ろ
は
未
定
の
気
持
ち

で
す
。
（
気
分
は
下
が
っ
て
い

ま
す
）
早
く
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
た
い
。
人
災
と
い
え
る
原

発
事
故
の
な
い
国
に
。

木
原

美
津
子

平
和
の
大
切
さ
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。
作
品
に
力
強
い
感
動

を
覚
え
て
い
ま
す
。
切
り
絵
の

素
晴
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

村
山

邦
人

核
廃
絶
を
願
っ
て
平
和
美
術

展
に
が
ん
張
り
ま
す
。
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「
平
美
展
」
は
元
気
を
も

ら
う

サ
プ
リ
メ
ン
ト

薬
谷

礼
子
（
絵
画
）

私
は
、
大
阪
生
ま
れ
の
大
阪

育
ち
。
18
歳
ま
で
は
大
正
区
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
関
西
美
術

家
平
和
会
議
に
は
、
今
は
亡
き

中
野
す
み
れ
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

入
り
ま
し
た
。

仕
事
で
兵
庫
県
西
宮
市
に
住

ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
大
阪
の

友
達
と
は
遠
く
な
り
、
寂
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
絵
画
展
に
出
品

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

七
夕
様
の
よ
う
に
年
に
一
回
は
、

大
阪
で
会
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
友
達
か
ら
「
来
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
な
ど
、
励
ま

さ
れ
る
事
で
、
制
作
意
欲
が
湧

い
て
き
ま
す
。
出
展
さ
せ
て
頂

く
事
で
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル

の
方
々
と
の
交
流
で
、
学
ぶ
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
関
西
平

和
美
術
展
は
、
私
に
と
っ
て
、

元
気
を
も
ら
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト

で
す
。

心
に
平
和
を
も
つ

尾
崎
文
子
（
書
・
絵
）

戦
争
の
な
か
っ
た
時
代
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
少
な

く
と
も
平
和
と
い
う
の
は
病
気

に
な
っ
た
ら
治
療
を
受
け
ら
れ
、

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
避
難
で
き

る
こ
と
な
ど
と
思
い
ま
す
。
毎

日
、
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
心

が
ザ
ワ
ザ
ワ
し
て
落
ち
着
か
ず

展
覧
会
な
ど
文
化
ス
ポ
ー
ツ
も

影
響
を
受
け
人
々
の
絆
も
蜘
蛛

の
糸
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
心
に
平
和
を
も
つ

好
き
な
絵
を
描
く

川
柳
を
作

る

書
も
か
く

平
常
心
を
持

と
う
と
思
い
ま
す
。

日
々
精
進吉

田

朋
子
（
絵
画
）

全
世
界
の
人
々
が
、
初
め
て

一
つ
の
敵
「
コ
ロ
ナ
」
に
挑
ん

で
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
ん
な
こ

と
は
な
か
っ
た
。
今
こ
そ
「
知

恵
」
と
「
愛
情
」
で
立
ち
向
か

わ
ね
ば
。
高
校
（
市
岡
高
校
）

の
「
Ｏ
Ｂ
展
」
も
「
平
美
展
」

も
中
止
。
そ
ん
な
私
は
大
好
き

な
絵
や
文
章
を
赤
旗
新
聞
や
年

金
者
組
合
新
聞
、
文
芸
誌
等
々

に
書
き
（
描
）
き
ま
く
っ
て

（
笑
）
い
ま
す
。

今
こ
そ
世
間
に
物
申
す
チ
ャ

ン
ス
で
は
？
お
蔭
で
「
腕
が
上

が
っ
た
ね
…
」
な
ん
て
褒
め
ら

れ
た
り
し
て
。
日
々
精
進
！
命

尽
き
る
時
迄
、
生
命
燃
や
し
続

け
た
い
も
の
で
す
。

「
平
美
展
」
に
寄
せ
て

松
井

美
保
子
（
絵
画
）

「
平
和
の
壁
に
花
一
輪
を
」
の

印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
に
魅
せ
ら

れ
て
33
年
休
ま
ず
出
品
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
ま

さ
か
！
ま
さ
か
!
で
し
た
。
戦

後
に
生
ま
れ
た
世
代
で
す
が
、

平
和
の
尊
さ
は
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
戦
争
は
人
類
最
大
の
悪
で

す
。
平
美
展
に
出
品
す
る
こ
と

は
絵
を
描
く
私
の
誇
り
で
す
。

運
営
に
当
た
ら
れ
て
い
る
皆
様

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
平
和
美
術
展
初
出
品
の

頃
と
私
」中

川

忠
司
（
絵
画
）

１
９
７
０
年
２
月
、
１
枚
の

チ
ラ
シ
、
昼
間
働
き
な
が
ら
夜

間
、
専
門
的
に
美
術
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
る
玉
造
洋
画
研
究
所

を
知
る
。
職
場
か
ら
近
い
こ
と

も
あ
り
、
３
月
入
所
し
た
。

講
師
に
小
松
益
喜
、
山
田
千

秋
、
渡
辺
修
等
が
い
た
。
本
科

生
で
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
学
ぶ
。

デ
ッ
サ
ン
の
指
導
は
助
講
師
、

小
渓
住
久
、
加
藤
義
明
、
森
本

光
英
、
川
合
敏
久
た
ち
が
見
て

く
れ
た
。
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の
選

考
で
合
格
す
る
と
専
攻
科
生
に

な
る
。
講
師
や
助
講
師
、
専
攻

科
生
の
ほ
と
ん
ど
が
平
和
美
術

展
に
出
品
し
て
い
た
の
で
、
そ

の
年
の
夏
、
平
和
美
術
展
を
初

め
て
見
に
行
っ
た
。

翌
年
、
自
分
も
出
品
し
よ
う

と
思
い
30
号
の
木
枠
と
布
地
を

買
っ
て
悪
戦
苦
闘
し
て
キ
ャ
ン

バ
ス
張
り
を
し
た
。
描
い
た
作

品
は
「
雪
景
色
」
で
玉
研
の
合

評
会
で
小
松
益
喜
に
酷
評
さ
れ

た
記
憶
が
あ
る
。
初
出
品
の
作

品
が
懐
か
し
い
。

（
敬
称
略
）
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平
美
展
に
集
う
作
家
の
皆

様
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な

り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
美
展
に
賛
同
す
る
理
由

は
「
戦
争
」
の
対
極
の
「
平

和
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
美
術

展
だ
か
ら
で
す
。

戦
争
が
「
殺
人
」
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
無
く
、
ま
と
も

な
人
間
な
ら
絶
対
に
し
な
い

事
で
す
。
し
か
し
現
実
に
選

挙
民
の
選
択
す
る
者
の
多
く

は
「
戦
争
賛
美
」
「
歴
史
修

正
」
「
核
兵
器
容
認
」
国
民

の
生
活
な
ん
か
そ
っ
ち
の
け

で
恐
ろ
し
い
実
態
で
す
。
か

つ
て
戦
争
の
暗
黒
時
代
に
入

る
直
前
に
「
戦
争
が
廊
下
の

奥
に
立
っ
て
い
た
」
と
、
気

づ
い
た
と
き
に
は
も
う
手
遅

れ
と
い
う
歴
史
を
繰
り
返
そ

う
と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
堂
々

と
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
美

術
展
が
存
在
す
る
こ
と
の
意

義
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
続
く
）

茶臼山画廊正面

平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
美
術
展

茶
臼
山
画
廊

吉
田
良
男

平
和
美
術
展
の
成
功
は
、
出
品
者
と
鑑
賞
者
、
そ
れ
を
と
り
も
つ

平
美
の
存
在
が
大
き
い
と
考
え
、
平
美
新
聞
に
も
反
映
さ
せ
て
き
た
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
画
廊
や
民
主
団
体
な
ど
平
美
展

を
応
援
す
る
「
広
告
主
」
の
存
在
も
大
き
い
の
で
は
と
考
え
た
。

所
属
す
る
画
壇
や
グ
ル
ー
プ
で
活
躍
し
、
画
廊
で
見
か
け
る
方
も

多
い
。
時
々
画
廊
で
鉢
合
わ
せ
す
る
方
も
あ
る
。
先
輩
の
方
々
が
ど

の
よ
う
な
経
過
で
「
広
告
主
」
を
広
げ
て
い
っ
た
の
か
不
明
で
す
が
、

平
美
展
に
関
わ
る
一
人
と
し
て
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
（
ｊ
）



１
９
５
５
年
８
月
、
初
め
て

の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開

か
れ
た
。
そ
の
協
賛
行
事
と
し

て
広
島
平
和
美
術
展
が
企
画
さ

れ
た
。
会
長
は
柿
手
春
三
、
事

務
局
長
は
四
國
五
郎
だ
っ
た
。

柿
手
は
「
夜
の
森
」
、

四
國
は
「
母
子
」
、
福
井

芳
郎
「
炸
裂
後
15
分
」
、

灰
谷
正
夫
「
さ
け
び
」
、

丸
木
位
里
と
赤
松
俊
子
は

「
無
題
」
、
井
上
長
三
郎
、

朝
倉
摂
、
吉
井
忠
、
麻
生

三
郎
ら
も
出
品
。
絵
画
１

６
０
点
、
彫
刻
10
点
、
第

２
回
か
ら
写
真
・
生
け
花
・

デ
ザ
イ
ン
が
、
第
４
回
か
ら
書

が
加
わ
っ
た
。
（
２
０
１
６
年
発

刊
の
、
永
田
浩
三
著
「
ヒ
ロ
シ
マ
を

伝
え
る
」
か
ら
）

も
と
も
と
こ
の
コ
ラ
ム
は
、

私
た
ち
関
西
平
和
美
術
展
の
今

を
考
え
る
た
め
に
出
発
し
た
。

全
国
各
地
で
平
和
を
求
め
る
美

術
展
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

朝
鮮
戦
争
の
危
機
の
中
で
生
ま

れ
、
連
綿
と
営
ま
れ
て
き
た
。

被
爆
の
地
で
は
今
ど
の
よ
う
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
か
現
地

に
探
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

絵
本
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
は

原
爆
孤
児
を
支
援
す
る
運
動
の

中
心
と
な
っ
た
山
口
勇
子
の
原

作
で
、
沼
田
曜
一
の
語
り
文
・

四
国
五
郎
の
絵
で
、
金
の
星
社

か
ら
発
刊
さ
れ
た
。

一
昨
年
、
大
阪
大
学
総
合
学

術
博
物
館
で
四
國
五
郎
展
が
開

か
れ
た
際
に
、
原
画
を
撮
ら
せ

て
も
ら
っ
た
う
ち
の
一
枚
は
、

「
か
あ
ち
ゃ
ー
ん
」
と
、
女
の

子
が
じ
ぞ
う
さ
ん
の
前
に
、
す

が
り
寄
る
場
面
だ
。
（
写
真
）

お
願
い
し
た
署
名
が
届

き
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た

毎
月
６
日
か
９
日
に
上
六

で
の
街
頭
宣
伝
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

（
５
月
は
６
日

近
鉄
百

貨
店
前
12
時
～
午
後
１
時
）

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
で
す

が
、
平
美
展
と
し
て
、
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
引
き

続
き
署
名
を
集
め
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

（
山
中
成
子
）

『
前
略

は
じ
め
の
第

一
歩
。
ま
ず
自
分
か
ら
署

名
す
る
。
目
標
は
何
と
か

持
ち
ま
し
た
が
、
ど
う
や
っ

て
集
め
た
ら
よ
い
の
か
？

迷
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

平
美
新
聞
に
３
段
抜
き
で

訴
え
が
出
て
、
大
変
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。
時
間
が
か

か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
』

（
新
里
哲
雄
）

編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
こ
そ
平
美

の
灯
を
灯
そ
う
！

皆
の
気
持
ち
が
集
ま
っ
て
無

事
平
美
新
聞
の
編
集
が
出
来
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
力
に
し
て

お
も
し
ろ
い
美
術
展
に
な
れ
ば

い
い
な
あ
…
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
し
て
い
ま
す
。
感
染
に
注
意

し
て
力
を
合
わ
せ
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

（
尾
崎
）
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四
國
五
郎
の
画
業
と

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

そ
の
５

「
広
島
平
和
美
術
展
」

目
黒

郁
朗

絵本「おこりじぞう」原画

▼
出
品
申
込
み
は
７
月
７
日
（
水
）
締
切
。

平
美
展
へ
の
出
品
は
事
前
申
込
み
制
で
す
。

出
品
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

投
函
す
る
と
同
時
に
出
品
料
は
郵
便
振
込
で

お
願
い
し
ま
す
。
（
出
品
規
定
を
参
照
下
さ
い
）

▼
今
年
の
搬
入
及
び
展
示
は
同
日
に
行
い
ま

す
。
８
月
２
日
（
月
曜
日
）
搬
入
は
12
時
～

13
時
30
分
。
な
お
展
示
作
業
は
13
時
30
分
か

ら
の
予
定
で
す
。

▼
来
年
か
ら
２
年
間
は
大
阪
市
立
美
術
館
改

修
の
た
め
使
え
ま
せ
ん
の
で
平
美
展
は
別
会

場
の
予
定
で
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
美
術
館
の
対
応

に
準
じ
ま
す
。

お

知

ら

せ
第６９回関西平和美術展

2021年８月３日～８月８日

大 阪 市 立 美 術 館

搬入８月２日（月）搬出８月９日（月）

４
月
現
在
91
筆
28
人


